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２学期を迎えるにあたって 

長い夏休みがまもなく終わります。皆さんにと

って、どのような夏休みだったでしょうか。 

今年の夏は、梅雨明けが例年よりも早くて、早

く始まった夏でした。全国各地で、猛暑日を記録

し、昨年以上に大変暑い夏でした。その暑さは、

お盆が過ぎた今でも、続いています。毎日のニュ

ースの中で、『危険な暑さ』という言葉も普通に聞

こえるそんな夏だったと思います。そのような暑

さの中で厳禁に過ごせたでしょうか。 

さて、生徒の皆さんは、この夏休みをどのよう

に過ごしたでしょうか？「頑張った」自己評価で

きる人もいれば、「頑張れなかった・・・」と少し

自己評価で反省をする人もいると思います。前者

であっても、後者であっても、長い夏休みが終わ

って、通常の生活に戻ることは明らかです。その

は、どれにとっても、大変、憂鬱（ゆうつ）なも

のです。「あーあーまた始まるな」と重苦しい気持

ちになるのは、大人も子どもいっしょです。 

夏休みを迎えるにあたって、次のスライドを終

業式の日に示したと思います。覚えているでしょ

うか？ 

 竹の節の話と関連して、終業式を節目にして、

再チャレンジを図ると時だという内容を触れてい

たと思います。

 

２学期を迎えるにあたって⇒自分を大切にすること 
★プラス思考＝『笑顔を＋（プラス）』＝『幸せが＋（プラス）』★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、上記のようなスライドでも話をしたと思いま

す。自宅で、今あることに感謝し、ありがとうの言葉

が言えたでしょうか？一番大切なのは、２つめに示し

た｢安全｣に係ることでした。事故等に気をつけて、心

配をかけることなく、安全に過ごせたでしょうか？ 

さて、1学期と 2学期の間のインターバル。これが

夏休み。それは、新しい自分に変える（Ｃｈａｎｇｅ）、

新しい自分の変わる好機（Ｃｈａｎｃｅ）、変わるため

に挑戦する（Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ）でもありますし、

２学期こそ、っこの３つを達成せねばなりません。。 

 一番大切なことは、「新学期に、明るく、元気な笑

顔を見せる」と言いました。２学期が始まることで、

重苦しい気持ちになったり、嫌だなと思うのは当然で

す。課題が・・・とか、終わったテストが返却される

とか・・・・・授業がとか・・・・いろいろ考えるこ

とでしょう。しかし、始まってしまうのですから、気

持ちの切り替えをする方が得策です。「いろいろ言っ

ても仕方ない。頑張るしかない」と前向きに考え、夏

休みに達成できなかったことに挑戦する２学期であ

れば、夏休みの反省は次に生かされるわけです。 

頑張れる自分、反省する自分、反省できない自分、

反省を生かす自分、いろいろありますが、どれも、そ

れは、あなたです。人生を自分なりに変えていこうと

する気持ちは、だれにでもあって、それを実現する良

い方法が、『プラス思考』です。『笑顔』です。ネガテ

ィブな『できない理由』であったり、『悪口』であった

りが自分を支配してしまうと、不思議なことにそちら

に力が向いてしまいます。前向きな思考、そして、で

きなかったならばなぜできなかったかを振り返るた

めの『自分を見つめるベクトル（力の向き）』を大切に

してほしいものです 


